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貝化石による九州北西郡古第三系の分帯　（予報ン
　　　ー本邦古第三系の対比論のために一一

水野’篤行＊

■ A　Prelimi撒ry　Note　on　the　Megaf＆unal　Zones　of　the

　　　Paleogene　in　Nortkwestem　Ky醸sh鉱孝apan

（だor　cbrrelation　of　the　Paleogene　for血ations　in　Japan）
ζ

By

Atsuyuki　Mizuno

Abstract

　　　The　biochronologic　zoning　of　the　Paleogene　formatlons　in　northwestern　KyU3hU　is

preliminarily　discuss§d　in　thls　paper．

　　　The　Paleogene　formations　in　horthwestem　K：y口shU　are　divided　into　three　zones　in

descending　order　as　follows．

　　　胃V6銘爾酬吻”6吻0ノ伽z・ne　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　『V麗6γ加ブ伽ツo吻伽zone

　　　γθ翅飢加Z伽％ゆカ0痂oαzone

　　　Each　zone　has　the　characteristic　assemblage　of　marine　molluscan　fauna，and　it　I

seetns　that　the　abrupt　replacement　of　some　genera，subgenera　or　species　by　other　ones、
’
o ccurrs　aroun（1the　boun（lary　of　each　zone．

　　　The76解プi6σ繍α％ゆヵo鋸才oo　zone　is　characterized　by　the　assemblage　of　T％痂観1σ

磁伽sJs，T．一〇加伽，施鰭加名伽卿力瞬oσ，C郷s惚彦耽s卿汐伽6％sJsandCα1襯僧吻々6細s
etc．It　may’be　correlated　with　the　series　including　the　Telon　stage　in　nor癒westem

America．
　　　The　76％6吻4駕4勉ッoshズ惚♂zone　is　characterized　by　the　assemblage　of　T％卿∫oZlα

加剛s鷹鰯s，T．sα々露06慰s，％紹プ加γ伽ツoshJ伽andαα∬αi6」肋s窺傭％耀湘5etc．It
may　be　correlated　with　the　Lillcoln　stage　in　northwestern　America　and　is　assigned　to

6arly　Oligocene　in　age．

　　　The76％6rJo47漉召∂8s痂o踊6s　zone　is　characterized　by　the　asse卑blage　of¢欝癬o言！召

縁翅癩如，7召勉プ初名伽一∂6s観oガd6s，71hαプ襯」（MS。〉，C燃s伽媚6s劾oo％sカσo謝s　and　C詔づ吻

h伽詔吻J　etc．It　may　be　correlated　with　the　Blakeley　stage　in　northwestem　America　and

is　ass三gne（i　to　Iate　Oligocene　in　age。，

まえがき

　筆者はさきに九州北西部地域の筑紫階の貝化石群につ”

いての研究結果を報告1）したが1その時に，同階がC、

からC4までの4帯に分けられること，またC、とC2

が古第三系に，C3とC4が新第三系に属する可能性が

あること，いわゆる芦屋動物群2）は上下関係にある2つ

の動物群（C、とC2）に分けられることなどを述べた註1》Q

この研究と平行して同地域の古第三紀貝化石群全体をい”

ままでの諸資料によつて予察的に検討したところ，’現在

く化石）層位学的研究に広く利用されている長尾巧3）4）5》・

＊地質部
註1）詳しい内容は別の機会に報告ずる予定である。

松下久道6）7）の分帯に妥当でない≧思われる点があるこ

とに気づいた。こエに筆者の分帯についての考えを述べ

て御批判を戴きたいと、思う。

1．分馨の方法

　筆者の分帯の方法は次の通りである。すなわち，まず

1全部の種（た黛L海棲貝化石）について産地ごとの産出表

を作り，次におもな種について地層を単位とLた層位学

的分布表を作つた。さらに，それらの種のなかで上下

にわたつて普遍的に含まれる属（丁解グ漉伽，y躍θ露

6礎伽，C観魏召，Cグσsso擁舵sなど）に注目した結果，

これら諸属の種がほ黛一定の線で全地域的に変わつて七・

ることがわかつた。この線を「帯」（Zone）の境界とし

〆P
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　第1図取り扱つた地域の位置を示す
1．唐津一佐世保地域　2．崎戸一松島地域　3．高島地域

4．矢上地域　5．三池地域　6．天草下島　7・天草上島

る。これらのほかにも，各帯だけにしか産しない属種あ

るいは2帯にわたつて産する属種で重要なものがあり，

対比の場合にはこれら全部の組合せを使うのが便利とな

るであろう。長尾・松下の「Zone」および「化石帯」が

特定の特徴をもつた化石群を産する地層に対して用いら

れた用語であるのに較べ，筆者の「帯」はいくつかの種

の九州北西部地域における地層中での出現から消失まで

の時間的・空間的な拡がりに対して与えられたもgであ

る（第1表）。．

2ノ各帯の化右群のあらまし（第名表）

一九州北西部の古第三系（最下部にある無化石の1‘天草

階”を除く）以上のような方法で下部からンV卿6吻醐伽

卿♪0耽召帯（y吻帯）註2）ゼ％％碗0醐漉召yOS痂伽帯

（『V」ッ帯）註2）・76惚吻曜漉4砂6s痂o醜s帯（肱ρ帯）註2）

の3帯に分けられるる

　“VEM沢ic且RZ）塑MPPOMiα4帯二九州北西部に
おける松下6）7）の有明・直方両階の大部分を含む。下限

一
は
有 明階の基底，上限は高島炭田における沖ノ島層の上

限である。この帯は71卿競θZ伽擁1舵郷」3，T．o加吻2，

第1表1九州北西部地域における層序と筆者・松下・長尾による分帯との関係を示す

　　　化石塵出屏。○筆者の肇料による乙×長尾巧4）・松下久道7）・鎌田泰彦9）の資測による。

　　　地雇名は松下久道7）・長浜春夫（未公表）・吉田爾・今井勢（未公表）にょる。

時
代

世
『
市

唐津一佐世保 崎戸一一松島 古　　　自
同　　　　淳ワ

騒上島 三　　池
1∬

1
野
1
）

松i・
＿7）T－　4）
　　　　長尾

中
　
新
　
　
世

野島層群・

伊
王
島
層
群

　？
伊王島讐× ？

　醤
？

野島化石帯

β個cわ10山s一

ノ∂ρoη〆cus

　　Zone

佐
世
保
層
群

加勢層・’
c4

C

矢岳化石帯
福一井層。
世知原層。

世顯ピヒ石帯

柚．木層 筑
紫

池里靴石帯

中里層 福島化石帯

相浦層群・ 3　1
大瀬化石帯　’
真申化石帯

世

新レ
シ
帯

杵
島
層
群

畑津頁岩層。 西
彼
杵
層
群

中戸層。
階 芦屋

化石帯

α8＄sa亡e胱es

yabθ1Zone
畑津砂岩層。 塩田層。 9行合野砂宕層。 百合岳層
佐里砂岩蟹。 穂万層・

古ゾ
ー
y
帯

杵島層。 問1頼層。 q ’
ρ 翫瓢Z。ne

相
知
層
群

芳ナ谷層
訟
島
層
箔
羊
寺
島
層
群

大島幽戸層 大
辻
階矢』1代層x 苗．島層・

　　？

寺島層

唐津化石帯 L碗施ご，5畝Z。ne「

署木層x 、直 上部
直方化石帯

聯／θナ∂」・ρ．ZOne

始
　
’
新
、
世

レ
　
ー
　
η
　
帯

沖・島層x

士及

1頼

ハ1

層
羊

坂瀬川層× 万
田
層
羊

四ツ山層× 方
階

C齪εん5‘〃5Zone

A出e畑η1εゐZooe一町田層× 勝立層× 下音随方化石帯

高
島
層
群

端島層
一 上

島
署
群

砥石層× 大
牟

七浦層x
有
閉
階

上部有明
　イヒ石帯

嚇劃
L碑0，励’ヨ　ZG∩e

二子島層『甲

　　　X

栖本層×

罵悪1楠浦層x
棚底層・× 　下部

有明化石樹白岳層×
赤　　　崎　　　層　　　群 赤

崎
階

たわけである。したがづて，それぞれの帯は第1義的に

は上記諸属の各種の組合せによつて規定されること、にな『

註2）以下，丈中ではそれぞれこのように略すること

　があ凱
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第2表おもな種の層位学的分布を示す

帯

種＼～＿
魏躍吻6・・翻6σ（NAGAO）
ハ孔吻sづg痂s　（NAGAO）

、E％s毎廻αsん秒α6郷Js　（NAGAO）

地7」雄sゆ9γσ％％ZosθNAGAO

T％プグ露召μαo々召泌厩NAGAO

T．郷蕗舵％s♂s　NAGAO

T．sα々露06郷ガ3NAGAO

T．んθプ諺s％6郷ゴ5NAGAO

T、加剛s％θ％sぎs　NAGAO　var．

T　Jが剛」プ碗召NAGAO

ヱ’0泥％％α即茗NAGAO

O7地側」砿ブ砂o吻傷s　NAGAO

B6％40加碗so螂ダ0々0ダ4翅αJ

　SUZUKII＆ITO
P，宛sθ々磁MIZUNO　（MS．）

∠4’hJoオα魏sh初z％名痂NAGAo

且．ノ召1り0吻oσ］NAGAO

ム伽o％1αhσ26多z卯z蕊s　NAGAO

五〇吻郷9砺MIZUNO（MS．〉，

且．αsh砂α醐sls（NAGAO）．

Chlσ解ッs　so々露oθ％s’s　（NAGAO）

C。σshJ』yα6銘sJs　（NAGAO〉

L♂郷αα吻σ瑠％sJs　NAGAO

LJ吻α％o即o才OYAMA

C勉ss召観」飽s％ゆρ07z6郷2s（YOKO－

　YAMA〉
C．吻α！s％7召6郷Js　NAGAO

C．初oo％sがo％％s　NAGAO

C．夕の擁NAGAO

C4雇伽々o煽oJ　NAGAO

y診％0万0醐漉α．％ゆρ0勉0αYOKOYAMA

y’．郷σ％磁才0αYOKOYAMA

y1ツoshJ磁J　NAGAO

玩S励％ゆ汐0吻o召NAGAO

V「．cfr．do伽翻6％sJs　HATAI＆

　NISHIYAMA
V「．∂6sあoJdos　MIZUN6

V二　hσ7z漉露MIZUNO　（MS，）

7．ブ砂o％加MIZUNO

P吻γ、々弼sh麗％sJs（NAGAO）

p，如加曲加α6郷1s（NAGAO）

P。ッ0κ0ッσ”昭」（NAGAO）

P。郷認s％解0！oJ（NAGAO）

CαllJ5伽αγ彪々8％sls　（NAGAO〉

C。郷認s％プ磁郷言s　（NAGAO）

C．hα解α御切　（NAGAq）

　　1
▽」％『V」ツ

＊

＊

＊

＊

＊

＊　一

・＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

管

＊

＊

＊

＊

＊

梼

＊

＊

＊

＊

＊

＊

甚

＊

　　　’V6％6プ初顧α％ゆカo初oα，ασss伽儲63％ゆカo％6％傭，

　　　Co〃観α励盈伽廊などで特徴づけられる。そのほか，
砕∂　　重要なものとして窺h観α痂sh加郷痂，z4地観幻砂ゆ，

　　　％Jo‘z，・0ガhα％1σκ　グのうo％づ6勿s，　地擁iαs％697η％％los召，〈セー

　　　砂・吻8・oo銘加，P3鰯o卿短s・1砿y・た・ツ伽窟，Sψho一

＊　　郷肋郷即oJ（MS．）『などの巻貝類および五珈σ召翅確

　　　紹％s♂s，76％副oσ74伽郷σ難面20¢，“Co名伽Z召”妙％・

　　　sh麗％廊などの2枚貝類がある。これらのうち0プー

　　　・！h％1砿ブ砂o％Jo％3と、4ごh16劾殉ρ伽」昭　とは上位の

　　　％彫吻曜4伽ッos痂伽帯まで残つている。

　　　　いままでの諸報告3）～7）を総合すると碗％漉曜伽
＊

　　　％ゆ加％Joα帯にはいくつかのZonuleが認められるよう
＊

　　　である。おもなものは，下位から上位へ，（二L）有明階下
＊

　　　部のもの（“Lower　Oプ！h％伽κブ砂o痂o％s　Zone”），（2）

　　　有明階中部のもの（志岐山層および上島層群中部），（3）、

　　　有明階上部のもの（“Upper　Oグ！h側Z砿ブのo吻o％3

＊　　Zone”），（4）直方階のもの （“Cグ8sε惚IJ舵s　f％36％3

　　　Zone”および“窺〃6’α％Jsκ加躍漉Zone”を含む）

　　　である。ロV6％o万oθグ4毎7z♂ヵヵo％Joσ，07！hα％Z4％ノαヵo％16％3，

　　　窺〃観の砂o％1昭は大体全Zonuleを通じて産するが，

　　　そのほかの属種には特定のZonuleに限られているもの
＊

　　　があることが注目される。すなわち，いまのところ，71雌

　　　グ」観」αo加伽」，ハ＠吻s幼9グ脇％Zo詔，CαZJJ吻α吻舵％一
場

　　　sJs　などは1　（1）　ンこ限られ，　また　ノ1！h！6オα銘i居ん」粥％飽zJ，

＊　館α吻鰯h珈6綿，疏σグ伽吻6酪，Ps鰯・汐醐一

　　　30Z砿．yoをoッα解痂などは（4）に限られている。また・

　　　C郷5α観魏εs％ゆカo鰐％sJsは（2）以上に産し，し．〈耽観σ．

　　　h惚紹％廊は（4）から上位の帯にかけ七産する。一以上の
＊

　　　ような産出状況は7躍爾o翻4㍍弼伽伽」昭帯が，組合
＊

　　　せのさらに細かい特徴によって，いくつかの亜帯に分げ

　　　られる可能性があることを示している。

　　　　なお，こゐ帯の最下部には翫翅灘」漉S翻盈％S6％廊一、

　　　3％6σ郷αたz6so％3Jsおよび0グ’カoφhプπ8卿」％σaff．汐zπだ」な

＊　　どの高等有孔虫化石が含まれる。

　　　　’VE遡R∫α4RZ）班yOS田Z）且1帯＝九州北西部にお
＊

　　　ける松下6》7》の大辻階全部・筑紫階・直方階のマ部を含
＊

　　　む。下限は高島炭田伊王島層の基底，上限は崎戸にお
＊

　　　ける間瀬層の上限，唐津炭田における杵島層の上限であ
＊

　　　る。この帯は71解痂躍α勿鰯S％召鰯s，工5σ観0ε湘s．

　　　9V6％6，’Jo徽枷夕os痂4α」，C耀∬召i6！魏6s翅4！s郷π6％sぎsで

　　　特徴づけられる。そのほか，この帯に限られる種でおも

＊　　　　　なものレま　漉zン67髭α　わzsJ8多zJ5，　S4）ho％σJJσ　”ゆ2うoπJoα

　　　（MS．）』1A・吻％卿・以MS．），Ch伽yssα勧ε繍，

　　　“Cσ禰襯”勉s屠脚6％s歪s，Cσ吻厩鳶o郷砿鋤9癩s

＊　　耀κ加σなどである。下位の帯塑ら引き続くものには

　　　吻惚h」鋤卿s，0吻縮加ρ・耽％s，窺h」召切砂・一
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痂伽があり，またこの帯から上位の帯にかXるものに

は76％副o醐漉σs％伽ゆρo痂6σがある。

　長尾3）4）の“Upper　P観6％sα纏oθ％s♂s　Zonel’（斎藤

』林次8）の有田階，水野1）のC・）は松下6）7）によつて筑紫階r

1に属させられ』かつ斎藤8）の芦屋階とともに芦屋化石帯

と呼ばれたが，その構成種がlower　P60吻s4鰭06％舘3

Z？neのものと全く変わらない点註3）から考えて，両Zone

を併せて1？の帯とした方がよし）。また松下6》7）は長

尾4）5）の！1’hlo！4グ砂o勉o召Zoneを天草・三池地域の坂

瀬川・万田両層群の上半部（筆者の9V召彫7Jo曜漉召盛『

勲o耽σ帯）に対比し，これらを直方階としているが，

その構成種はむしる’Vl6n碗o醐伽ッoshJ吻♂帯のもので．

ある。尊のことは鎌田9）の報告によつても充分にうか讐

い知ることカミできる。

　7盈㎎R∫C、4．RZ》五4yEST17り1Z）ES帯註4）：九州北

西部における松下6mの筑紫階の一部，斎藤8）の芦屋階で

’ある・下限は西彼杵層群徳方層および杵島層群佐里砂岩

層の基底であり，上限は上記両層群の上限である。丁獅

漉砺舛磁z吻，7魏7io傭加03！露o漉3，％％顔o礎

漉召加鰯肋（MS。），C郷s魏Z魏6s枷o％3力嬬％s，Cα耽勘

勿舵側漉などで特徴づけられる。そのほか，C吻ヵ御昭

」・繍卿」，丁雛」擁耐・敏卿」，Tグ・・h・・6励♂鰯

鰯θ澗・P5鰯・φ爾3・1α惚蜘」（珂S．），且繍静

z螂・力吻彿翻5，P吻勿・4・召吻痂プ，P・吻％伽

翻砿ぞ・グi伽伽御召s6燃h伽刎MS・），y・Z伽

伽踊耽S曜吻％α9召・」，Ch伽ツsσsh膨繍，・

γ6％魏醐伽加・痂・召，隔6吻名伽cfr．d・伽舵細3，．

工吻％・伽％卿・れMS。），ん吻1・耀診633h・6％廊などは

この帯に限られている。羊位の’％喫痂卿伽ッo謝伽　』

帯のものはほとんどみられないが，76彫7宛σ7漉αS励勉．

ρψo％Jo8，C糊8Jlo　s％夢oプ％加≠σなどはこあ帯まで残つ

ているQ　E郷ρ吻843h砂46％3露，且oJ如43h砂磁郷澹，α夕．

¢遡爾s6♂∬侮6銘s♂s・C名召3sα！61ZJi6s粥661はこの帯から

出現L，、さらに上位（水野1）のC3）まぞ引き続く。上記

の諸極は大部分この帯の上下にわたつて産するが，『陀』

舵吻翻伽％3痂o耽3’PO観伽伽勿吻麟は上ヒ較的下

部に限られ・7・％顔僻伽h叩肋（MS．），P・プ∫14％伽、

襯伽s6」緬3hJ郷σ％σ（MS．）は比較的上部に限られ巻。こ

のことは施惚吻礎伽力6s痂o漉3帯が2つの亜帯に分
けられるか郁れないこどを示している．．

　いわゆる浅貝一幌内動物群2）に属する属種がこの帯に

多産することは他地域との対比のうえで注目すべきであ

る。同時に，この帯の属種が全体と』しては新第三紀型を

示し七いることも古生物の変遷を考えるうえに注目すべ

　註3）詳しいこ，とは別に報告する。

　註4）詳しい内容は別k報告する。・

きであろう。

層上位の帯註5）；9V伽痂6砂4彪”副」嬬46s帯の上位には㌧

佐世保層群で示される筆者1）のC3およびC4（下位か

ら）がある。C3帯のおもな化石はB傭伽吻嫌餉曜4」

（MS．），0砂oツ郷6擁s6歪∬h％6％sJs，C7召s5α陀Zl露6s』y4わ6∫，

C．ツα66J　var．，C．％σ即ノ2σ郷α」（MS．），CツoJぎ銘σ∫αψo％Joα

で，’％彫痂曜伽”ε就’o肋5帯とC4帯のものが混在

しているごとが注目される。C4帯のおもなものはBσ顔
1！‘z7」‘zめ海8hσ7卯　（MS．），ChJooグ6％sあ9iO％o勿グ躍zz63，　0砂一

6ツ郷召7Js卿碗S％翅0擁6％SガSl　P吻〆露0づ，C夕o伽αブ砂0初o召，

Pグoピo♂hααz！‘π6づ乞θ‘zJ，　vr6％67z4）Js5’プ召≠oグ」6多zsJs，　V㌦　％召一　ト

gπhα吻漉（MS．）などで，　これらの大部分はいわゆる門

ノ沢動物群に属するものである。　　　　　　　　　　　、

3．おもな属種の変遷について註6と

　九州北西部の古第三紀化石群は上下を通じて『V6紹露F

o曜4珈，C勉∬召観腕6s，丁躍痂観αなどを主とする化石

群集と窺〃θ伽，0グ魏磁1砿，Veneridaeなどを主とす

る化石群集とに大別される。化石群の変遷で注目すべき戎

ことは，各帯の境の所でこれらめ群集をつくる属の出

現・消失がみられること，あるいは特定の属のなかで亜

属や種が変化することである。

　丁解競6砺属：林％帯ではZσ吻亜属と思われる飢1

0劒44」と工卿励躍跳とであるが，弘ダ帯では工
海σグα’s％6露蕊s（∬α％訂σ’oグ亜属？）とT。5α彦髭oo％舘s『（工

s．str．）とになり，、’V」σ帯になつて初めてわ炉国の中新

統に多く産する型註7）の7コが鰯加地が出る。砕∂帯

にはこのほか浅貝一擁内動物群に含まれる工♂o劒鰯g砂

と　T．吻zクoグ劾％σ　とがみられる。　T．々σz厩s％o％5Js

var．註8）は＝Vワ帯から9V」∂帯にかΣる。

　ノ40伽属三いまのととろγ魂帯には産していない。

砕y帯の且．郷即oJ（MS．）註9）は丁吻％6σ6磁亜属に属一

するが，『V一∂帯のA4shly40％sJsはA．s．str．に属．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
する。』4S．・str。が仏∂帯以上に産すること嫡北米西

海岸地域との対比のうえで注目される。

　Chl㈱鐸属：yゆ帯にはC．sα勧06％廊が産するが

房∂帯ではさらに大形で奉面彫刻が複雑なC諺錦砂磁矩

sJsが産する。’

　C名傭s吻砺6s属：仏％帯から仏∂帯までの各種ほい

註5）別に詳しく報告する。

註6）各種の詳しいことは別に報告する。

註7）伊田10）の1τ％瞬6Z」捌吻9耀・％s」sK・TAKA、

　　種群。

註8）水野11）のPL1名丘9．5aに々卿ガs％・綿に

　　、同定した）はこの変種に属す惹。

註9＞長尾4）のPl．VII，figs．8，9は且．％α9πoσ

　　（MS．）．に同定され・る。
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　 ずれもE郷錫s鰯躍α亜属に属するもので，C．％ゆρo一

　　％o％52s→C』郷傭耀6％sづs→C．耽o％吻o吻s註1。），C．ヲ4・

　　6擁という変化を示している。Cプ誌s躍6Z観6s動oo％幼♂一

　　6鰯sは林∂帯のみにみられるが，「同種が形態の著Lい

　　多様性を示しているのが．注目される。砕ρ帯の上位の

　　C3帯1）には・C。翅みoJ，¢・夘∂oJ　var．およびC7脇ooπr3・

’　、sα’6Zlσ属の特徴をもつC．郷如h㈱α」・（MS．）がみら

　　れる。

　　　γ醜副o醐伽属：防％帯にほ％彫吻oグ亜属の7・

　　雅吻o％」昭が上下を通じて産するほか，7躍痂o曜伽Sg－

　　str．の玩耀編4加が産する。ry帯では上記の2種

　　は消失し，そのかわりに玩s・str．と思われる玖

　　s％6％ゆ汐o％Jo¢および玩yoshJ惚茗が産す』る。CッoJooσグー

　　伽，吻即o僻6磁両亜属は’V砂帯になつて初めて産し

　　ている。すなわち玩加鰯肋（MS．L・玩伽耀如，『区

　　∂6s痂o鰯ぬy。グのo勉oαなどにこの帯に限ら塾るpそ

　　のほか，靴s％伽ゆρo％」確と机cfr．40吻舵鴛sJsが産，

　　する。なお筆者の資隷鉢れば玖禰吻・卿σと’

　．『V．cfr．40伽魏郷Jsとの間に次のような関係がみられ

　　る。すなわち， 瑳ッ帯の』’巳s％伽吻o耽αは殻頂から

　　後端部にかけて弱い稜をもち，かつ後背縁がやN角張る

　　のが特徴であり（第2図参照），またその肋数の頻度分布

　　は1大体27～28本を頂点とする正規分布曲線を描く（最

　　小24本。最大32本内外）。これに対し，’V」び帯で玖

　　膨伽ゆρo鋸乞昭に同定される標本は殻の形態のうえでは

　　、yゆ帯のものと同じであるが，肋数が22［24本とな：つ

　　ているるγぞ帯ではこのほかに肋数が22～24本で，殻

　　頂から後端部にかけての稜および後背縁の角張りがない

　　もめが多数み、られる。　これは　γ』40磁吻ε％sおに酷｛以し

　　てし、・る。た父し，弘θ帯での両種は互いに漸移するもの

　　である。

　　　C観魏σ属：．称銘帯から防〃帯まで，一C．4吻々解sls

　　→C．盟Z梛5％名召6％部S→C．カ‘Z％ξσω漉　と㌧・う変イヒを示す。

　　形態を変えるとともに次第に大形になつているのが注目

　　される。P吻プ属も各帯でその種を異にするが未検討で

　　ある。

　　　そのほか，0渤媚砿，窺力娚4両属≧もに「V弘Vづ

　　両帯に限られ，肱∂帯には産しない。これら2属はわが

　　国の新第三系には皆無である。

　　　以上述べたことを麗めれば次の通りである。すなわち

註10）　筆者はさきに11）C，歪85σたolJ　（P．189，　PL　17，

　丘gs．2a－d）およびC．6Zo％g窺％s　（p。190，P1。17

　塘．3）両種を記載したカ㍉その後ミらに検討した

　　ところ，これ’ら2種はいずれもC。惚o郷卿鰯s
　　とシノニムであることがわかつた。したがって両

　種名を廃棄することにする。

繊’』亀、

　　　　　0　　　　　2　　　　　4cm

30

20

，10

’標

本
数

　詔24252527圏29303132
肋数

第2図、Venericardia　Yoshidai帯のVenericardia
　　subnipponica　YOKOYAMA（崎戸，間韻慮塵）

　　の殻形の変異と肋数の変異とを示す（cの形は完導

　　式標本に逝セ、）1

（’1）属単位では同様の構成と考えられる化石群集のなか

で，上下関係にある各帯ごとに「種または亜属のいれか

え」がみられる。（2）そのいれかえは大体一定の層位で

行われている。（3）そのいれかえは76彫麺64短伽の一

部が連続的であるほかは大部分飛躍的である。，（喚）いれ

1かえが系統的なものであるかどうかぼいまのところ3種二

の形質だけでは判断できない。（4）の事項が説明されな

いかぎり結論ずけられないが，（1）～13）を総合する≧

「各帯の化石群がかなりの時代性をもつ」といち可能性

が強いように思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　』
　　　　　　　　4．対　　比

4．1．わが国の他地域における資料

f
次

にわが国の他地域における古第三紀貝化石群につい

て，筆者の資料を加えて述べ，これらと上記g3帯の化

石群とを比較したい。、

　北九州炭田地域4）～腹　筑豊炭田では下位から直方・

大辻・芦屋3層群が分布する。・直方層群の化石群は全体一
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　　　としては九州北西部めものと多少異なるが，窺h観α痂一

　　，5h吻郷痂を産している？∠4．儒h加鰯痂は九州北西部

　　　では砕％帯，しかもその比較的上部に限られている。

　　　大辻層群は下部から0〆ih鰯傭ブ砂o競％sを含む化石

　　　群を産す為・最上部の芦屋層群は多数の海櫻貝化石を含

　　　む。同層群は上位から脇田・坂水・山鹿諸層に分けられ

　　　る。長尾4）ρ報告によれば，脇田・坂水両層の化石群は

　　　算∂帯のものと全く同じであるが，山鹿層のものは玖σ

　　　帯の化石と称ッ帯の化石（肋g幽s卿砿珈α，03舵α

　　　・cfr・Sα擁0伽蜘など）を含んでいる。以上り化石群の層

　　　序関係ほ九州北西部でのそれに大体一致するが，山鹿層

　　　のものについては未解決の問題が残されてし♪る註m。九

　　　・州北西部での結果からみて再検討の必要があろう。

　　　　九州南東部註12）二日南層群の一部（日向福島累層の菖

　　　ケ迫層と長浜層7））に海擾貝化右を産する。おもなもの．

　　　は、7伽物Zl4肋剛s％6駕sJsyar．，肋ssσ吻s4郷o一
／　　　　　Z∫％θ認％s，ハ4ioZo望うoプ）hoグ％s々z6s〃08％sJ3，∠loπασsh勿‘zβ％sJs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　』rG！砂o翅6グJscfr．6」33加θns奮oo吻名63sα，％％oグ加名伽

　　　・嫉伽，α伽・σ励翻cfr．頭〃z鯉履，PosJ吻oh伽26一

　　　％協sお，PoプゆJo解召66ssho6％sお　などで，これらの組合

　　　せは明らかに『V6彫吻醐伽びθs翅oづd8s帯のものと考え

　　　られる。

　　　◎四国南東部註13）：室戸半島に四十寺山層が知られてい

　　　るが，これカ）ら次のような海楼貝化石が産している。．

　　』ルグ吻Zl召cfrl・hJ・hJわ％郷1s，エ々粥翻6煽3var．，

　　　Y・吻伽鋤耽・P・プ’1伽伽吻αS砿’V・」3・伽ツα灘

　　　・Sα勧，’V吻副卿伽6Z雌加，ル耽o脚・cfr．αsα84繍一

　　　ノ
　　　．廊．このようにいわゆる浅貝一幌内動物群の構成極から

　　　なり？いまのところ，yio鋸碗6砿伽∂6吻oJ砿召s帯に対比

　　　される。

　　　　本州中部註1餌瀬戸川累層群の上部とされる所（静岡

　　　県安部郡美和村足久保附近）・で，暗緑色石灰質凝灰岩の

　　　なかに保存不良の多数の貝化石が産する。そのおもなも

　　　・のは1∬o解αJo汐o郷αお％oh♂」（MS．），ハ拓oZoヵo，カoγ％s　sp．

　　　（cfr．痂％812プの，Co％％s　sα郷6sh初z‘zJ　（MS．），So力渉が6グ

　　，岬sp・L珈4s脇6sh吻σ」（MS．），地郷oo4π伽窺sp．であ

　　　る。同累層群は層序学的な位置から古第三系に属すると

　　　、思われるが，この化石群の型はいまのところわが国他地

註11）斎藤81は山鹿層の化石の大部分が『V砂帯のもの

　　であることから，芦屋層群全体を九州北西部での
　　「∂帯（同氏の芦屋階）に対比し，同層と大辻層群
　　と④間に不整合をもうけた。

註12）筆者の資料（未公表）による。

、註13）筆者の資料（未公表）による。なお，この資料は

　1954年11月，池辺・市川・甲藤・石井・須槍・
　水野が四十寺山層の共同調査をした時に得た標本’

　　を水野が同定した結果による。
1註14）筆者の資米斗（未公表）による。

域の古第主系には全く知られていないものである。した

がつてこの報告で述べた帯とゐ関係は不明である。しか

L，上記の諸種のうぢMoJの砂hoプ％s　sp．が北米西海岸

地域産のMoZo，吻hoグ％s・2御g師’照酷似していると》

う点を重視すれば，これらの貝化石群が’y吻碗o醐4伽

ツosh蜘言帯のものと同時期であ『るという可能性が強

い註15）6

　関東南部12｝；保田層群から海櫻貝化石群が産する。こ，

れは艶16）τ曜擁6砺cfr．勿m％傭％sJs，SoZ6卿粥磁ZJJ，

，40吻召ZO％9伽，且．6〆顔s，PO吻麟αcfr．”伽S6」，

馳吻1岬αδossho醜sづsなどいわゆる浅貝一幌内動物群

の構成種が大部分を占め，％彫吻α励4∂副♂観40s帯の’

化石群の特徴を示している。し

　関東北部13）1処秩父盆地において秩父町・赤平両層群

が知られている。秩父町層群の貝化石群はいわゆる門ノ

’沢動物群の構成種を多数含む。また赤平層群のそれはい

わゆる浅貝一幌内動物群に属する種と，そのほかに北米

・西海岸の王部漸新統との共通性およびy吻副昭瑠α

マ6s魏o肋3帯の種を含むといわれる。これらのことは赤

平層群が％鰐吻伽伽σos痂o粥6s帯に対比され，まだ

秩父町層群が上位のC・帯およびC、帯（？）（佐世保層

群）に．対隔比されることを示レ1ている。．

　常磐炭田註17）：下位から内郷・湯長谷・白土・高久諸

層群が知られている。湯長谷層群上部から高久層群にか

けては，いわゆる門ノ沢動物群に属する化石群を産し，湯
『
長
谷
層 群中～下音昼には門ノ沢動物群・浅貝一幌内動物群

の構成種そのほかが産する。内郷層群註18）はいわゆる浅

貝一幌内動物群の貝化石を多産するものである。堀上の

化石群の累重関係から，内郷層群→7鰯副o礎伽砂6s毎・

Jo醜s帯，湯長谷・白土・高久諸層群吟“C3”，“C4”

帯（佐世保層群）という対比ができる。，

　北海道註19）：中央部では古第主系とLて石狩・幌内両

註1与）砿oZoρoρholz6s頭％81召短　はL量ncoln階最下部と

　されている層位から産しているが，同階はγ6膨毎
　oα名げ伽yosh才4召」帯に対上ヒさオしる。

註16）大塚・』小池両氏採集の標本を筆者が同定し．た結

　果による。

註17）一いま、までに公表された諸資料と筆者の資料（未

　公表）とによる・　　＿ゴ　確
註18）貝化石はこのうち浅貝砂岩層から特に多く産す

　る。石城砂岩層・白坂頁岩層の化石群はきわ夢て

　貧弱であP，またその構成も浅貝砂岩層のものと
　や～異なる。しかし互にかなりの共通種をもつこ

　　とと，その違いがむしろ環境条件の差をあらわし

　ているように思われることとから，内郷層群全体
　を↓つの古隼物年代学的単元とみた方がよ》・。

註19）》・ままでに公表された諸資料と筆者の資粁、（未

　公表）による。
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層群が有名である。両層群間の層序関係についてはまだ

問題があるが，化石群の関係は現在の資料によれ1ば次の

ようになつている。すなわち，幌内層群からはいわゆる

澤貝一幌内動物群の構成種が多牽L，石狩層群若鍋層か

らをよ　V「6％6πoσプ4」‘z‘yoshづ4召σ，　V㌦szの％ゆ戸oアπoα，Cαπσ3渉召

吻αis郷飽鯉sなどy吻礎♂o礎4伽ッos痂吻」帯の構成種が

産するほか，E！砂so紹ohJ8％∫」5（MS．），CグσssαJoZJ舵s

鐸s50飾廊などが産する。また，石狩層群下部蜆介層お

よび上部蜆介層からは，若鍋層に含まれるC郷∬α観観63

鐸∬o脇s∫s，C捌魏α耀渉s鰯鷹湘sなどと幌内層群に含

まれる　Po7〃α％漉召zoα如s切，y’切漉α伽z揚4配あs，P召グム

がo耀SP．などとが産する。そのほか・且o吻ヵ郷64」一
恥
頒
吻 伽の産出が注目される。以上に述べた化石群の間

の関係は九州北西部とは大分異なる。しかし，若鍋層に

76駕吻oγに属するものがみられないこと，同層に“V6一

　　　　　　　　　　　ウ駕沈漉伽ッoshJ吻」帯のものが含まれること，幌内層群

に『v6泥7Jo醐4彪∂o語！加46s帯との共通種が含まれるこ’

となどから考え，少なくとも，若鍋層と九州の古第三系‘

の対比についての大塚2》と斎藤15）の見解には賛成できな

い。北海道ではそのほか2，3の地域に古第三紀の貝化石

群が産するがその詳しいことは不明である。

　以上に述べたほか，わが国では，対馬16）・宇部17）・油

谷湾18）・四国南西部19）・長野県南部2。）・北相木14）諸地域

から古第三紀と考えられる海撰貝化石群が知られてい

る。しかしいまのところそれらの詳しいことは不明であ

る・なお，津軽半島の磯松層の化石群も古第享紀（漸新

世）とされている21）が，筆者の資料註20）（未公表）によれ

1ば，その化石群にはPγo≠oグo観」α，C6痂hJ吻召，y204厚一

6ZZ4，P襯πoρ6066％々06加脚」，・P♂！曜吻」，Po3」％」α％o一

卿郷痂，・砕o醜加昭翻召伽漉などが多数含まれる。とれ

　らはいわゆる門ノ沢動物群の代表的な揮で、明らかに中・

新世を示すと患われる。磯松層を九州北西部と対比すれ

ば“C4”（佐世保層群上部）にあたるも1のであろう。

　いままで述べたことはいわゆる浅貝一幌内動物群につ

いて次のようなことを示している。（1）同動物群は日本

全体にわたつてかなり広い範囲で分布する。（2）上下の
、

、累重関係がみられる所では，同動物群を含む地層のすぐ

上からはいわゆる門ノ沢動物群を含む化石群が生し，ま

た例は少ないが，下からは9V伽痂o伽伽押s痂吻」帯の

・化石が産する。（3）同動物群はいわゆる芦屋動物群の一

部（距％吻礎4脇06s痂oJ40s帯）のものと混在する。こ

れら，特に（2）のことは前節で述べた九州北西部での3

’帯の化石群の時代性についての推論を裏づけるものであ

ろう。しかし，北海道中央部と筑豊炭田でのfaμna1

　　　　　　　　　　　　ブ
　註20）地質調査所地質部・燃料部の調査の時嗜採集さ

　　　れた標本による。

su6cesもionが九州北西部でのそれとや二異なつている

ことは，　特ひこ　1〆6％θ擁oαグ漉‘z』yoshJ磁♂，　vセ％召擁oαグ厩o

砂63魏o醜s両帯の化石群の関係を明らかにするうえに間

題があり，今後の詳しい比較検討が必要である。

　4．2　外国との対比

　九州北西部における古第三紀貝化石群の変遷は，大き

な単位でみた場合には北米西海岸地域におけるそれとよ

く似ている。北米西海岸地域の古第三系はおもに貝化石

によつて第3表に示す ようにいくつかめ階および帯に分

けられている22）～25）。両地域における化石群の類似性は

次の通りである。・（1）惚紹物醐伽砂磯」渉o漉s帯・

第3表九州北西部と北米西海岸地域との対比を示す
　（北米西海岸地域はWeave士et　a125）による〉

北米西海1岸地域
階

Blakeley

LinOoln

Keasey

Tejon

Transition
beds

Do卑engine

Cap3y

Meganos

Martinez，

帯

Eohぎ％01）ノzo万σσ1）！召

Eoh♂％oカho短α　グ6x

τ％ププ舵llαカ0吻駕％S♂S

T％グ癬o伽oZ』y卿が06％s歪s

ハ410Zo1りoカhoプ％s　gαわbづ

ハ4ioZo1）oカカ07z6s　sオ61りh8％so％」

T％κ茗0％Zα60伽励宛郷

T％麟6伽o吻％α伽s♂s

T解擁θ吻sα㎎6翻
7協グ痂6Z如zω8s召％σss．

T％ググ舵伽のカ」禰－

Tz6プ〆舵伽1α卿SO痂

GαZε04¢αs銘sα郷¢

τ卿グ漉〃4π％惚グso痂

T％7痂6砺蜘θ8襯050％5σs

Tz影プグπoJ1σカ‘z6h2006％5Js

九州
北西部

帯

9v一∂

y」ツ

↑？

『V。露

？

↑呈

↓？

Blakeleyド皆∫または1∠4・oJ如9窃’』y訪％名96，zsJ3Biozone）の

化石群の構成がよく似ている。（2）γ6彫吻oグが両地

域の古第三系の下半部のみにみられる。すなわち，同亜

属は九州北西部では臼V傭吻醐伽％ゆ汐o銘初帯に限ら

れ，北米西海岸地域ではTejon階からCapay階にわ

たつて産する。’（3）146惚s，str．が両地域で同様な位

置から現われる。すなわち，同亜属は九州北西部では

『V8駕吻卿伽∂θs痂o才46s帯以上に，北米西海岸地域で

はBlakeley階域上に産する。（4）Eosゆho％嬬召の

産出層位が限られている。すなわち，九州北西部では

76銘伽o砺伽ッos雇伽帯に産し（Sゆho％α肋％吻o％％
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（MS．）），北米西海岸地域ではTejon階から：Lincoln

階にかけて産する。（5）いくつかの種に類似性がみられ

る。すなわち，【V6彫物醐伽吻，o％づ餓帯の．Ps6鰯び

カ6〆γJsoJ砿yo々o甥脚面まTeJon階の丑ゐ」盈4に似る。

『V伽爾o翻伽ツos雇伽言帯の丁躍擁6惚肋剛s膨郷Jsプ

146Jlα郷即oJ（MS．），Os漉αsα航06癬s，“V6％6グ初グ御

ッos雇面」はそれぞれ：Lincoln階め7＝ωh6観α％4吻sJs，

A　sh吻¢伽漉，0．Z1％60Z％％s♂s，耽hσ％％∫δσZJとの類似

一性を示す5また’Vo解吻伽伽∂6s痂oJ46s帯の71鋤魏6伽

卿初襯臨，Ps6％40勿卿so鰯σosαた副MS．），』P副伽伽

”α如so茗，L％o才％o郷α郷幽o八MS．）は特にそれぞれBla一

・keley階の　T、わ」σ々6Z6％％訂s，P．’70カho％oJ46s，P．

ウZ盈6勿醐伽，正，oo伽励」鰯召との類似性を強く示Lて

いる。以上の両地域における化石群の類似性は7醜6露

6σ74」σ∂os’♂∫oJd6s帯→Blakeley　卜皆，　『V6％ε擁oσグ漉αツo・

s〃」4α」帯→・：Lincoln階，“V6％グJo砿伽％吻o％蜘帯→

Telon階以下という大体の対比の可能性を示すもQで
ある評1）、。

　九州北西部における帯とヨー4ッパ地域における標準

区分との詳しい対比は，化石群の変遷が異なるために非

常に困難である。しかし，『％％6沈oγの産出が世界的に始

新統に限られていることは『％鰐吻曜伽卿勿痂04帯

がBartoni即階以下の始新統に対比されることを示す。

また，’V伽翻昭禰卿6s痂oJd6s帯に含まれる浅貝一幌

内動物群がAquitanian期を示し，、C3域上に含まれる

門ノ沢動物群がBurdigalian，Vindobonian期を示す≧

いわれていることから，『V6κ副昭励召∂6s痂oJ砿θs帯は

．よ部漸新統にC3～Clば中～下部中新統に対比されるも

のであろう。

　なお，施彫吻微枷狛卿勿嬬α帯の下限と以王両地
　　　　　　　　　ペ　ド
域古第三系との対比についてはいまのところ不明であ

る。同帯最下部に含まれる高等有孔虫化石はYpresian
ト
期 またはLutetion古期を示すといわれているが5），こ

の問題については施彫吻醐伽％ゆ汐昭σoo帯の細分の

問題とともに今後多くの資料を蒐めていきたいと考えて

いる。　・

5．まとめ
　　　1）　九州北西部の古第三系は海綾貝化石群の特徴によ

／　つて下位から珍彫吻曜伽％吻g痂昭帯・’V6％吻σ〆

　　4伽ッoshi惚♂帯・『V6％6卿曜4」α露s！Jio漉s［帯に分けら

　　れる。

　　　2）各帯の境の所で属の出現・消失，亜属・種のいれー

言主21）た黛し〆，　Lincolnβ皆との問にあるK：easeyF皆

　が『仏ッ帯ゼV魂帯のどちらに濁比されるかはい
　まのところ資料がないために不明である。

かえが行われている。こめいれかえは飛躍的欺ものであ

’る。

　3）Fこめ分帯は大体のところわが国全体にわたつて適’

用されうるが，y吻6吻俳4宛ツos雇吻づ，、『Vo膨擁昭毎伽

∂os痂o肋s両帯の化石群の関係については声だ問題がの

こされている。

　4）北米西海岸地域ど対比すると，『％鰐7初励α

％吻o解昭帯→Tejon階以下，、’V8％67」解励吻ッoshJ吻才

帯→・Lincoln階，　μ6％6万04名痂召％s1」！o♂46s帯→Blake－

ley階という大体の対比が可能である。両地域の古第三

紀に・おける化石群の変遷がよく似ていることが注目され

る。地質時代については『V弱帯は始新世，’Vヲ帯は漸

新世古期，y」∂帯は漸新世新期と考えられ為。1

あとがき

　この分帯について未解決の問題が多数のこされている

ことは本文の諸所で触れた通りである。これらのうち，

・特に各帯の化石群の変遷の要因が古生物年代学のうえに

重要な問題と、思われる。これらのことを明らかにするた

めに今後さらに多数の資料を蒐めたいと考えている。な．

お，有孔虫化石群による対比論26）と筆者の見解との間　　　・・

にかなりの相違が認められる。Lかし浅野清・村田茂

雄27）28）が「有孔虫化石群の大きな変化は大辻・直方両階

の間と杵島・佐里両層の間とにみられる」と述べている

ことは，、大きな単位では有孔虫類‘貝類の変遷が同様に

行われたことを示すものであろう。このような観点から

今後さらに両者を比較検討する必要がある。

　この研究に用いた化石資料の一部は地質調査所地質部

および燃料部の北松地域の調査の時に採集されたもので

ある。資料を与えられた多数の方々に厚くお礼申上げ

る。　　　、　　　　　　’　』　（昭和31年4月稿）

　　　　　　　　　　　サ
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　　　1，1／　T％γ7Ji6JJα」が1αあ7躍αNAGAO，×1，完模式標

　　　　　本，山鹿層産（長尾4），15図版，33，33a図か

　　　　　ら〔9V一”帯〕
　　　・2a，b　T欝γ吻伽勧グ厩s％8％sJs　NAGAo×1，2a・・完
　　　　　模式標本，1杵島層産（長尾4），15’図版，％25

　　　　　図から〉〔『Vヲ帯〕
　　　、3，3ノル吻／6」」43召々」！・6雁5NAGAO，×1，完模式標

　　　　　本，間瀬屡産（長尾4），・15図版，38，38a図か

　　　　　ら）〔7ツ帯〕　・
　　　4　　　　C4Z1雰如h4％之伽oσ」（NAGAO）・×1ン完模式標本，

　　　　　姪ノ浜暦産（長尾4，11図版，7図から）〔仏〃

　　　　　，帯〕
、　　　　　　　5，5ノ．CσZ房訂α郷傭s％γα6％sls　（NAGAO）×1，完模式

　　　　　標本，杵島層産（長尾4），11図版，7図から）

　　　　　〔y’ヴ帯〕
　　　6a，b，CαZZJs！α4吻舵％sづs（NAGAo）×1，6b…・後
　・　　　　　模式標本，白岳層産（長尾3），20図版，27，28’

　　　　　、図から）CV弱帯〕

7a，b　『V6％67」αz74毎兜sあ渉oJ惚s　MIZUNO，7a　×1，・・

　　・・完模式標本，7b×1．5，’a．bともに徳万層産

　　（水野11），17図版，7a．b図から）CV一∂帯〕

』8，8ズ76％6万o僻漉α吻吻舵％sガs（HATAI蓼NISI・

　　YAM：A），×1．2，完模式標本，石城層産（横
　　山29），．3図版，8図から）〔砕∂帯〕　、
9，9ノ　γ6％67♂o醐漉召3％伽ゆ汐o吻oσNAGAO又1，完模

　　式標本，山鹿層産（長尾41，14図版，19図か’
　　ら）〔玖ッ，仏砂帯〕』．
10　　　『V6多z67∫oαグ漉α．yoshぎ4厩NAGAO，×ユ，，完模式標、

　　本，杵島層産（長尾4》，12図版，14図から〉

　　CVヲ帯〕
11，11〆γ醐副oσ翅σ甥伽吻σo召（YOKOYAMA），×1少

　　坂瀬川層群？産（長尾3），’20図版，11、11a

　　図から）〔y吻帯〕
12，12ノ『Vo駕67♂64劣認凌％ゆヵo％Jo‘z　YOKoYAMA，×1，攻

　　瀬川層産（長尾3），22図版，20，29a図から）

　　〔仏％帯〕

図版II説明　～
1　　／4ρ吻郷即o∫MIZUNO（MS。）×1，・杵島層産

　　（長尾4），7図版8図から）〔仏y帯〕

2　　！10JZ翻sh加θ％5Js（NAGAO），×1，完模式標
　　本，山鹿層産（長尾4），7図版，6図から）〔仏

　　∂帯〕
3a，b　T％γ7Jio磁o勉伽．NAGAO，×1，3a…・米ノ山

　　層産（長尾3），18図版，8図から），3b…・二
　　子島層産（長尾3），19図版，12図から）〔7一％

　　帯〕
4　－　T％77Ji611の吻2々ε％3乞s球AGAO，×1，米ノ山層

　　産（長尾3）∫19隅版，8，図から）〔r％帯〕

5　C勉s頭6JZ飽s脚’5獅召6％廊NAGAO，×1，杵
　　島層産（長尾4），24図版，31図から）〔’Vヲ帯〕
6a，　b，　b今　c，　d，e　　Cz召33召io〃Ji23　オ銘oo％31う」6錫％3

　　　　　　：NAGAO，〔’V一％帯〕
　　　　　　a・，り×1，完模式標本，蠣ノ
　　　　　　浦層産（長尾4），2図版，

　　　　　　14図から）
　　　　　　b，bノ・一×1，徳万層産（筆者

　　　　　　採集）・・
　　　　　　c…X1，“蠣ノ浦層産”（長
　　　　　　尾4），2図版，26図から）

　　　　　　長尾41はこの標本をC．
　　　　　　yσわ切に同定した。
　　　　　　d，e…・×1．5徳万層産（水
　　　　　　野11），17図版，2b，2c図
　　　　　　　から），水野11）は2b図の
　　　　　　標本を完模式標本として，
　　　　　　C．」6s盈漉の新種を記載
　　　　　　　したが，その後の検討によ』
　　　　　　つて，これは，C．初oo郷一．
　　　　　　がo％郷と同じであること
　　　　　　がわかつた。しかし）水
　　　　　　野mが示した標本の方が　一
　　　　　　C．勉60％sがo鰯sの特徴を
　　　　　　　よくあらわしている。
7，7／　C賜∬α観碗θs翅δθJ　NAGAO，×1，完模式標

　　本，脇田層産（長尾41，2図版，19，19a図か
　　ら）〔仏∂帯〕

8a，b　Cγπss碗ZZJ’6s翅観NAGAo　var．，×1，相浦

　　層群産（竹原採集）〔C，ッの切との比較のため

　　に示じた〕　　　　　　　　　ノ
9，9ノ，9a　Cγ召∬α陀ZZJ！6s％ゆカo％6％s♂s　YoKOYAMA，

　　×1，『万田層群産（横山30｝2図版．3a，6a一
　　図から’C7σss碗6JIJ’6sノ％so鋸sYOKl．とし

　　て記載）

34一（270）
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